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近
年
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布

の
記
事
や
近
所
の
農
地
を
ド
ロ
ー
ン

が
飛
来
し
て
い
る
の
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

夏
場
の
害
虫
防
除
は
、
こ
れ
ま
で
農

家
ご
と
に
動
力
散
布
機
に
よ
る
防
除
作
業
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
動
力
散
布
機
に
よ
る
も
の
は
、
高
温
多
湿
に

加
え
高
齢
化
が
進
み
、
非
常
に
過
酷
な
作
業
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
14
年
頃
か
ら
業
者
委
託
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
農
薬
散
布
が
進
み
、
平
成
31
年
頃
か
ら
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
を
取
り
入
れ
る
農
事
組
合
法
人

や
業
者
が
で
て
き
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
エ
ン
ジ
ン
で
動
く
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と

比
べ
る
と
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
が
多
い
こ
と
、
大
型
の
圃

場
で
は
適
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
中

山
間
地
な
ど
の
不
正
形
・
狭
小
圃
場
で
、
防
除
が
困
難

だ
っ
た
場
所
で
の
対
応
が
し
や
す
い
こ
と
や
、
植
え
る
品

種
に
よ
っ
て
散
布
の
計
画
が
立
て
ら
れ
る
な
ど
、
農
家
ご

と
に
柔
軟
に
対
応
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
自
前
で
取
り

組
む
農
家
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
初
期
投
資
や
経
費
は
掛
か
り
ま
す
が
、
委

託
を
受
け
る
な
ど
し
て
数
年
程
度
で
導
入
費
用
を
回
収
で

き
た
事
例
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
９
割
、
ド

ロ
ー
ン
が
１
割
程
度
で
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は

あ
り
ま
す
が
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら

省
力
化
や
生
産
向
上
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

ト

マ
ー
トト

マ
スス
む
ス
む
ら
む
らら
膨
ら

がが
待
が

ーー
トト
農
業
農
業

待
がが
膨膨
らら
むむ
スス

期
待
が
膨
ら
膨
ら
む
スス
マ
ー

が

期
待
が
膨
ら
む
ス
マ
ー
ト
農
業

期
待
が
膨
ら
む
ス
マ
ー
ト
農
業

期
待
が
膨
ら
む
ス
マ
ー
ト
農
業
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農地の適正な
管理をお願い
します

農地の利用状況調査
「農地パトロール」 を実施します。

　農業委員会では「農地等の利用の最適化」を推進して
いくために、地域の農地利用状況の確認と遊休農地の実
態把握や発生防止・解消などの指導のため、毎年農地パ
トロールを行っています。
　農業委員及び農地利用最適化推進委員が管内の農地を
パトロールします。農地に立ち入ることもありますので、ご理解とご協力をお願いします。なお、新型
コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら実施しますので、例年より時期が遅れる可能性があり
ます。
　現地調査の結果、「遊休農地」または「遊休化の恐れがある農地」の所有者に「利用
意向調査」を行います。農業委員または農地利用最適化推進委員が訪問して聞き取りを
行いますのでご協力をお願いします。

　農地の手入れがされないと病害虫の発生等により近隣の農地
や地域住民の方へ迷惑がかかります。所有者、耕作者の方は
草刈りをするなど適正な管理をお願いします。

　

高
校
を
卒
業
し
て
美
容
専
門
学
校

へ
通
い
、卒
業
後
は
金
沢
で
美
容
業
・

飲
食
業
に
就
き
６
年
ち
ょ
っ
と
働
い

て
い
た
が
、
平
成
27
年
に
母
が
亡
く

な
り
、
農
業
を
手
伝
う
た
め
に
家
に

戻
っ
た
。

　

祖
父
は
旧
中
島
町
で
２
期
６
年
間
、

農
業
委
員
を
務
め
た
農
業
者
、
父
は

認
定
農
業
者
で
家
族
が
農
家
と
し
て

働
く
姿
を
見
て
育
ち
、「
何
と
か
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
長
男

と
し
て
の
責
任
感
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

令
和
元
年
に
、
国
の
資
金
の
交
付

を
受
け
、
農
業
の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
、「
い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援
機

構
の
耕
稼
塾
」
の
本
科
コ
ー
ス
で
１

≪part 40≫
「代々続く農家を受け継いでゆく」「代々続く農家を受け継いでゆく」

開墾前

開墾後

中島町土川 浅田　優生

年
間
農
業
技
術
等
を
習
得
。
翌
年
２

月
に
は
、
市
の
認
定
新
規
就
農
者
と

な
り
、
経
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

水
稲
は
、
父
の
田
ん
ぼ
と
自
分
が

借
り
受
け
て
い
る
土
地
を
合
わ
せ
て
、

約
19　

約
80
枚
。
繁
忙
期
は
パ
ー
ト

さ
ん
２
人
を
雇
い
、
父
と
４
人
で
耕

作
し
て
い
る
。
ま
た
、
畑
を
20
ａ
借

り
受
け
て
一
人
で
耕
作
を
始
め
、
今

年
５
月
末
に
ネ
ギ
を
定
植
し
た
。
新

た
な
作
物
で
は
、
９
月
か
ら
10
月
に

蕪
（
カ
ブ
ラ
）
の
定
植
を
予
定
し
て

い
る
。

　

農
作
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
や
除
草
や
消
毒
作
業
に
手
が
掛
か

か
る
こ
と
も
あ
り
大
変
な
時
も
あ
る

が
、
自
然
の
中
の
仕
事
な
の
で
精
神

的
に
楽
な
と
こ
ろ
が
農
業
の
良
さ
と

言
う
。

　

今
後
の
目
標
は
、
今
以
上
に
田
ん

ぼ
の
耕
作
面
積
を
拡
大
し
な
が
ら
、

畑
も
増
や
し
た
い
。来
年
は
、ド
ロ
ー

ン
の
認
定
資
格
を
取
得
し
て
、
手
間

が
か
か
る
農
薬
散
布
作
業
を
効
率
よ

く
や
り
た
い
と
語
る
。

ha
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７
月
８
日
（
木
）
石
川
県
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
、
県
内
市
町
の
女
性
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で
構

成
さ
れ
る
「
石
川
県
農
業
委
員
会
女
性
協

議
会
全
体
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
時
代
の
農
業
・
農
村
の
活
性

化
に
向
け
た
政
策
提
案
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
未
曽
有
の
事
態
に
直
面
し
、
農

業
現
場
に
お
い
て
情
報
通
信
技
術
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
よ
る
生
活
・
産
業
の
改
革
が

進
み
、農
産
物
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（※

１
）

の
重
要
性
を
見
直
す
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
約
８
割
の
地
域
で
は
担

い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

当
市
に
お
い
て
も
後
継
者
不
足
は
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

ス
マ
ー
ト
農
業
が
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
る
こ
と
、
次
世
代
の

担
い
手
の
農
業
形
態
と
し
て「
半
農
半
Ⅹ
」

※

１
「
農
産
物
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」　

生
産
者
か
ら
集
荷
者
（
Ｊ
Ａ
な
ど
）
を
経
て
、
卸
売
市
場
を
経
由
し
小
売
り
や
外
食
を
通
じ
て
消
費
者
に

向
か
う
一
連
の
流
れ

※

２
「
半
農
半
Ｘ
」　

自
分
の
時
間
の
半
分
を
使
っ
て
農
業
を
や
り
、
残
り
の
半
分
の
時
間
で
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
（
Ｘ
）
に

費
や
す
生
き
方
（
収
入
が
減
少
し
て
も
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
し
た
い
と
願
う
生
き
方
）

石
川
県
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
全
体
会
に
参
加

女
性
農
業
委
員
の
活
動

橋
本　

良
子

　

七
尾
市
里
山
里
海
協
議
会
主
催
の
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査
が
、
６
月
30
日
（
水
）
天
神
山

小
学
校
６
年
生
、
７
月
８
日
（
木
）
朝
日
小
学

校
２
年
生
、
７
月
14
日
（
水
）
山
王
小
学
校
６

年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
２
年
ぶ
り
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

調
査
は
、
各
学
校
近
く
の
農
業
用
水
路
で
行

わ
れ
、
石
川
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の

石
黒
徳
広
さ
ん
の
指
導
の
下
、
班
に
分
か
れ
て

生
き
も
の
を
採
取
。
学
校
へ
持
ち
帰
り
分
類
し

て
水
槽
に
放
ち
ま
し
た
。
矢
田
町
地
内
で
は
16

種
類
、
江
曽
町
地
内
で
は
14
種
類
、
タ
モ
ロ
コ
、

ド
ジ
ョ
ウ
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
、
カ
エ
ル
各
種
、
シ
ジ
ミ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ゲ

ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
生
き
も
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
調
査
を
通
じ
、
農
村
が
食
べ
も
の
を
作
り
、
私
た
ち
の
環
境
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
も
の
の
す
み
か
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
私
た
ち
が
住

む
七
尾
の
里
山
里
海
が
、

人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
豊
か

な
水
と
土
が
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

石
黒
氏
に
よ
る
と
、「
能

登
の
里
山
里
海
」
が
世
界
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
今
年

で
10
年
経
つ
が
、
現
地
調
査

結
果
か
ら
生
き
も
の
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
印
象
は
な
い

そ
う
で
す
。

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査

（※

２
）
を
実
践
す
る
者
に
つ
い
て
、
う
ま

く
活
用
で
き
れ
ば
若
い
世
代
に
も
受
け
入

れ
可
能
な
生
活
様
式
に
も
な
り
、
新
規
就

農
者
の
確
保
に
繋
が
る
の
で
は
と
期
待
で

き
る
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
農

地
の
利
用
状
況
調
査
で
の
ド
ロ
ー
ン
利
用

に
つ
い
て
技
術
習
得
に
前
向
き
な
発
言
も

あ
り
、
ま
さ
に
男
女
共
同
参
画
の
実
践
で

女
性
の
農
業
経
営
参
画
に
大
い
に
期
待
で

き
る
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。
お
話
を
聞

き
な
が
ら
、
私
も
食
育
の
推
進
を
進
め
な

が
ら
地
域
の
農
産
物

の
消
費
・
利
用
を
図

る
こ
と
で
農
地
を
守

り
、
農
村
を
支
え
る

活
動
に
参
画
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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　今年は７月の猛暑と８月の長雨により農作物に対す
る品質低下が懸念されるところです。また、新型コロ
ナウィルス感染症による「まん延防止等重点措置」の
延長により、県内でも例年行われている各種会議等
が中止や延期となり、記事の収集や編集につまづき
ながら何とか発行にこぎつけることができました。
　これからも農業経営や事業等に元気が出るような情
報発信をしていきたいと思います。

経営と暮らしに
役立つ情報がいっぱい

◆発行日　毎週金曜日
◆購読料　一カ月700 円　年額 8,400 円

３つの要件を満たせばどなたでも加入できます！

◆加入資格
　６０歳未満
　国民年金第１号被保険者
　年間 60日以上農業従事

お問い合わせ、お申し込みは農業委員会へ　☎ 53-8440　FAX 52-7765

編集委員長　長田　章・編集委員一同

を購読
しましょう！

　税制面の優遇措置や終身年金で80歳までの保
障付きなど様々なメリットがあります。
　お気軽にご相談ください。

国が支
える

国が支
える

国が支
える

安心が
大きく

なる
安心が

大きく
なる

安心が
大きく

なる

農 業 者 年 金
[愛称]

担い 手 積立年金

農地を貸し借りするには、農業委員会の許可を受ける方法(農地法第３条)と、市が定める「農用地利用集積
計画」により権利を設定する方法(農業経営基盤強化促進法)があります。主な違いは下記のとおりです。

【賃貸借の場合】
貸付期間が終了しても、契約は終了せず、法
定更新されます。（期間満了前の一定の時期
に地主が解約の意向を伝えない場合は、自動
的に更新されます。）
　　
【使用貸借の場合】
貸付期間が終了すれば、農地の返還を受ける
ことになります。

【賃貸借・使用貸借の場合】
利用権設定は、貸し手と借り手とで決めた期
間の到来により終了し、貸した農地は必ず返
してもらえる制度です。
（再設定により更新する
ことができます。）

農地を貸し借りするには正規の手続きが必要です！
～口約束（契約書なし）の貸し借りはトラブルのもと～

　（一社）石川県農業会議による第2回認定農業者等農業委員・推進委員協議
会が、北部地区・南部地区・中部地区で開催され、農業委員の酒井委員と寺
井委員が８月18日（水）それぞれの自宅からWeb会議に出席しました。
　毎年行われている会議で、国、県に対する本年度の政策提案に向けた要望
書作成の意見交換を行いました。

農地法第３条による許可

貸付期間が
満了したとき

更新案内

農業経営基盤強化促進法による利用権設定

【農地の賃借方法 その１】 【農地の賃借方法 その２】

なし あり

※合意解約手続きにより、賃借期間前に解約することができます。（農業委員会への届出が必要です。）

　農地を借りるには、いくつかの要件を満たす必要があります。また、必要書類などがありますので
農業委員会へお気軽にご相談ください。

インターネットでWeb会議に出席インターネットでWeb会議に出席


